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私 は 自分 がつ とめて い るこの 旭 川 医大 が好 きで あ る。
医 大 か らみ る とあ ま り働 きの な い私 が気 に入 らな い と し
て も もっ と もだ か ら、 あ るい は これ は片 想 い か も しれ な
いが 、 そ れ な らそ れで よい。 医 大 が好 きなの は ほ かに特
別 な理 由 が あ るか らで は な く、 た だ この 大 学 が い なか に
あ るか らで あ る。 い なか に は気 ぜ わ しい現 代で は得 が た
い静 寂 と孤 独 が あ る。 大学 の な か にも それ を求 め れば 得
られ るよ うな気 がす る。 か って パ ス ツ ー ルや キ ュ リー の
時 代 まで は研 究 の世 界 には あ る種 の静 け さ とロマ ンチ ッ
クな夢 が あ った。 現 代 の 巨大 化 した科 学 の 世界で は一 見
そ れ が全 く失 わ れ て しまっ た かの よ うにみ える。 しか し
本 当 はそ うで は な い と思 う。 現 代 で もや は り研 究 は研 究
す る もの の心 の な か にひ と り育 っ夢 で あ り理 想 で あ る。
そ して そ の夢 が 、よ り純 粋 で 、 よ り個 性 的 で あ るた め に
は 、静寂 と孤 独 が必 要 で あ る。
私 は さる大 都 会 の大 学 で長 い間研 究 生 活 を過 した 。 そ
こ に はぬ きんで て す ぐれ た研 究 者 が い くにん も身 近 に お
られて 力強 く研究 指 導 にあ た られ て い た。 私 も そ こで 多
くの こ とを学 ぶ こと がで きた。 しか し、 大 都 会で は喧 嘆
と情 報過 多 と誇 大宣 伝 は さけ られ ない。 それ が研 究 室 の
な か に も色 濃 く浸 透 して い て、研 究 の純 度 と独 自性 に好
ま しく ない影 響 を 与えて い た よ う に思 う。 もと も と外 か
ら流 れ込 む情 報 は 白分 が 白分 の あた まで 考 えた もの で は
な い か ら、 多量 の情 報 が絶 え間 な く不 可避 的 に流 れ込 む
状 態 は と くに まだ あ ま り強 力 とは 言 え な い若 い研 究 者 に
と って必 ず しも望 ま しい こ とで は ない。 その よ うな状 態
が長 く続 くと、強 烈 な個 性 を もつ 少数 の例 外 者 を除いて、
しだ い に情 報 を受 け身 に と り入 れ るこ と に慣 ら され、研
究 す るもの に とっ て一番 大 切 な、 自分の 心 か ら自然 に湧
きで る欲 求 に う な が さ れ て研 究 にと りくむ姿 勢 がいつ
しか 薄 れて い く。 私 は若 い 人達 に この よ うな例 を少 な か
らず み た よ うに思 う。
さい わ い、 わ れ わ れの 医 大は 北 海道 第 二の都 市 にあ る
とは 言え、 中 央 か ら遠 く離 れて 大雪 連 峰 を望 む 大 自然 に
か こ まれた 静 か な田 園地 帯 に位 置 して い る。 こ こ まで は
大都 会の喧 嘆 も虚 飾 も及 ば な い,,静 寂 と孤 独 の うちに研
究 対 象 を熟 視 し、深 くそ の本 質 につ いて 思 索す る には こ
の う えな く適 した環 境 にあ る。 現 代 で は もは や失 われ た
と思 わ れた 研 究 の世 界で の ロマ ンチ ズ ム もあ る い はこ の
田 園 都 市の 大 学 で は可 能 な よ うに思 わ れ るので あ る。
私 の よ うに、 未熟 で 平 凡 な研 究 者 が研 究環 境 は か くあ
るぺ しと断 言 す るの は、勿 論 あ ま りに も笑 止で あ る。 だ
金 沢 徹
か ら私 は こ こで学 生 時 代 か ら敬 愛 して や ま な い ピエ ー ル
・キ ュ リーの 言葉 を引 用 した い。
「思 考 しよ う とす る心 を鈴 を な ら して つ んぼ にす る」
と題 して 、… … …私 の 弱 い こ とは確 かだ け れ ど も、私 の
あた まを あ らゆ る風 の まに ま に ゆれ る柳 の枝 の よ うに動
か され な い よ う にす る には 、私 の ま わ りに あ る もの を全
部 動 か な い よ うに して しまわ な けれ ば な らな いだ ろ う。
そ して ちょ うど うな りを立 てて 回 っ て い るこ まのよ うに、
自分 の運 動 その もの が私 を周 囲 の事 物 に対 して無 感 覚 に
して くれ な けれ ば な ら ない。 … 一….一そ して われ わ れは 食
べ 、 飲 み 、眠 り、怠 け、愛 し、 さ らには 人生 の 最 も優 し
い もの に もふ れ な けれ ば な らない よ うにで きて い る。 し
か もそ れ らの もの に負 けて は な らな い。 こ れ らの こ と を
しなが ら、一 方 で は われ わ れ が身 を ささげて い る自然 の
惰 性 に ま かせ ない思 索 生 活 が、 われ われ の あ われ な頭 脳
の なかで 支 配 的 な地 位 を占 めて 、 その 非 人情 な活躍 をつ
づ け るよ うに して お かね ば な ら ない。 そ して われ われ は
入 生 か ら夢 をっ く り、 また夢 か ら人生 をつ くらね ば な ら
ない 。… … …
この ピエ ー ル ・キ ュ リーの 描 い た もの が私 の理 想 の研
究 生 活で あ り、 また それ に必 要 な研 究環 境で あ る。 大 都
会の 大学 には 勿 論 多 くの す ぐれた面 が あ る,,し か し、 い
なか の 大学 には研 究 の純 粋 さと美 し さを育 ては ぐ くむ 静
か な田園 が あ る。私 は大 都会 の 大学 が もつ喧嘆 と虚 飾 が
われ わ れの 美 しい医 大 にも ち こ まれ な い こと を切 に望 ん
で い る。
(生 化 学 第=講 座 教授)
●●●●●●
z
*海 外 だよ り*
ドイ ツ の 思 い 出
〈ある小 さな町 で
一 キル ヒベルク・アム ・ヴェクセル ー 〉 岡 田 雅 勝
私 は今 キ ル ヒベ ル ク 〔ウイーンから80キロ離れた小さな町〕の宿
で 書 いて い ます 。 こ こ には学 会 〔国際ウィトゲンシュタィン・シ
ンポジュウム〕 参 加 の た め に 来 ま した 。宿 とい っ て も学 会
で 世話 して くれた民 宿 で す。 こ こは キ ル ヒベ ル ク とい う
名に相 応 しい、 四方 が山 々 に囲 まれ 、教 会 を中心 に民 家
が 蹉ち並 んで 、 緑 に映 えた牧 歌 的 な風 景 は絵 さなが らと
い えます 。道 行 く人 々の 微笑 み をた た えた挨 拶 、 家 々 の
窓 か ら咲 き乱れ た花 々、 古 い木 の垣 根 、 道端 の マ リア像
やキ リス トのt一字架 像 、軒 下 に積 ま れた 薪 、薪 割 りを し
て い る主 婦 もみ られ ます 。 こ こ には鉄 道 もな く、 ここ よ
り15キ ロ離 れた駅 か ら1日 に何 本 かの バ ス の便 があ る だ
けです 。 です か ら、交 通 の便 の 悪 い 、山 の 中の 小 さな小
さな町 で国 際 学 会 が開 か れ 、世 界各 国 か ら哲 学 者 た ち が
集ま るの は 寸 奇異 な感 じ さえい た します。 お よそ.二百
数1一名が 参加 して い ます が 、 それ を収 容 す る会場 は小 学
校で す 。 この 小 学校 は7・8年 前 に建 て られ たの で す が、
内装 は全 て 木造 りで 、 山 の風 景 に調 和 した素 敵 な建 物 で
す 〔この建物を学会中に、学会センターと呼んでいます。っいでですが事務
運絡所は「ポスト(昔の駅亭の意)」という食堂兼宿屋です〕。小 高い丘 に
ある校庭 には 参 加者 の 国旗 が立 て られ20数 本 あ ります 。
た また ま日本 か らは私1人 の 参 加 に な りま した が 、 それ
で も 日の 丸の旗 もみ られ ま した。 町 挙 っ て歓 迎 で至 る と
ころで1'寧 な挨 拶 を受 け ます 。 開会 式 に は村 長 さんの 挨
拶 も あ りま した。 と ころで 、 ど う して この地 に国際 学 会
が開 かれ る よ うに な ったの かにつ いて触 れて み た い とお
もい ます。
現 代哲 学 で 最 も影響 力の あ る1人 ウfト ゲ ン シュ タ イ
ンとい う哲 学 者 が この地 で小 学 校 の 先生 を して いた こ と
が あ ったの で す が、 そ の思 い 出の 地 ア ドルフ ・ヒューブナ
ー 〔現在オーストリ・ウ《トゲンシュタイン学会長〕の努 力が あ って ウ ィ
トゲ ン シュ タ イ ン ・ ドキ ュメ ン ト館 が開 館(教 会の建 物
の1部)さ れ 、 オー ス トリ ・ウ ィ トゲ ンシュ タイ ン学 会
がつ く られた こ とが国 際 学 会 の基 に な って い ます 。 とこ
ろで 、 ウ ィ トゲ ン シュ タ イ ンが この地 で 小学 校 の 先 生 を
ト ラ ク ラ　　 タ ス
した の は、 か れ が 「哲 学 論理 論 考 」 と い う現 代 哲 学(特
に分析 哲 学)に 決 定的 な影響 を与 えた書 物 を書 いて しま
った後 の こ となの です 。 か れ は その 書物 で 自然 科 学 に よ
って把 握 され た世 界 を論理 的 に表 現 し、 それ に よっ て 表
現 しえ な いこ と につ いて は沈 黙 を促 した ので す 。 か れ は
書 き終 えた と き、 〈ここ に書 か れて い る こ とが大 切 だ 〉と
述 べ て い ます が、 そ れは ど うや ら価 値 問 題 、倫理 の 問題
だっ たの です 。 それ がか れの 教 師志 望 とい う形 で 実践 さ
れたの で した。 か れ はキ ル ヒベ ル ク(そ の近 郊 を含 む)
で 科学 で は論 じえな い価値 ・倫理 の重 要 さを実践 で示 そ
うと したの で した。 ヒ ュー ブ ナ ー氏 の 努 力 はウ ィ トゲ ン
シュ タイ ンの こ う した意 志 を受 け継 ぐこ と にあ っ たの で
しょ うか。 都 会 に住 み、 科 学の 基 礎 づ け を し、論 理 に論
理 を重 ね分 析 哲学 に没 頭 して い る人 々 を この地 に招 待 し、
ウ ィ トゲ ン シュ タイ ンの 真 意 を 人 々に 問 うの は真 に哲 学
的 な企 て だ とい え そ うで す 。
い ま最 も重 要 な課 題 の ひ とつ はや は り価 値倫 理 の よ う
にお も われ ます。 こ ち ら に来て 、 現 代 の鋭 い感 受 性 に よ
って表 現 され た作 品 〔そ れ が絵 画 で あ れ、 写真 で あれ 、
彫 刻で あれ 、 そ の他 の もの で あれ 〕 に幾 っ か触 れ る機 会
を えたの で す が 、 そ こ に表現 され て い るの は機 械 及 び情
報 に支 配 され たマ ス人 間 、現 代 産 業 に よ って生 みだ され
る巨大 な虚物 、 自然 の 喪失 とす っか り萎 びて しま った 生
殖 と奇 異 な る生 命体 の描 出等 々 にみ えて な りませ ん 。 ま
た他 方 、 それ に対 処 す るか の よ うに環 境 汚 染 、生 態 の諸
々 の 問題 、福 祉 的 な政 策 、 そ して 入 間の 価 値 、倫 理 の 問
題 につ い て 多角的 に論 じ られて い るの に接 します し、 ま
た そ れ にっ い て沢 山 の 諄物 も出版 されて い るの もみ か け
ます。 人 々 は確 か に 自分 た ちの 生 命 を脅 かす もの の正 体
を意 識 して い ます し、 そ れ に対 して具 体 的 な方 策 を考 え
て い るの は確 か なの で す。 しか し、解 決 へ の端 初 を見 い
出 した とい え るの で し ょ うか。
と ころで 、 この シ ンポ ジ ュ ウム の テー マ は 〈倫理 〉で
す。 この テ ーマ は 前述 の 現 代 の状 況 を意識 して 選 ば れ た
のだ と思 い ます 。現 代 の 倫 理 学 は実 に 多角的 に諸科 学 の
成 果 を と り入 れ、 ひ とつ の 科 学 と して 、 別 な いい 方 をす
れ ば 〈メ タ倫 理 学 〉 と して の 学 の建 設 に向 か って い る よ
うなの です 。 ち なみ に 今回 の 学 会で も、 そ れが 、義 務 論
理 、 ゲ ー ム理 論 、意 志 決 定理 論 、社 会法 理 論 、倫 理 的 情
緒 理 論 、規 範 理 論 、価 値理 論 、生 態 理 論 、社 会道 徳 論 、
医 学倫 理 、 行 為理 論等 々 とい うかた ちで 提 出 され 、論 議
を呼 ん で い ます 。 しか し、 これ らの こ とは な に もウ ィ ト
ゲ ン シュ タ イ ン学 会で な くて も論 じられ て い るこ と なの
で す 。 ウ ィ トゲ ン シュ タ イ ン学 会 の 意義 は、 単 に科 学 と
して の倫 理 や 論理 を述 べ るこ と に あ るの で はな く、科 学
の根 拠 を問 い 、 そ れ を批判 検 討 し、 人間 に とっ ての 価 値
とは何 か を根 本 か ら問 う こ とに あ るよ うにお もわれ ます。
今 日よ うや く第1日 目が終 えた ば か りで す が 、活 発 な
議 論 にす っか り魅 せ られ ま した。 あ と6目 間続 きます 。
キ ル ヒベ ル クの牧 歌 的 な風 景 へ の招 待 は ど うや ら ドイツ
留学 の しめ く く りと して私 に 人間へ の問 い をまた 改 め て
問 わす 強 力な刺 激 と なっ て い るよ うです 。(1980年8月251i、
キルヒベルク ・アム ・ヴ1ク セルにて)
(哲 学 助 教 授)
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新 任 教 官 紹 介
昭和55年5月16日 付 けで解剖学第一一講座 に小野教授 、
昭和55年6月16日 付 けで病理学第二講座 に片桐教授 がそ
れぞれ就任 されま した。両教官はすで に教育研究に当た
られ講座の充実を図 られていますが、本誌で は御本人 か
ら挨拶 をいただ くとともに、親 しい教官か ら御紹介 いた
だ くこととしま した。新任教官の教育研究方針 を理解す
る一助 として ください。
(学 生 課)
就 任 に あ た っ て
■ 解剖学第一講座 ■ 小 野 一 幸
5月 に赴 任 して か ら4
ケ 月 に なろ うと して お り
ます 。 着任 直 後 か ら早 急
に処理 しな けれ ば な ら な
い こ とが意 外 に多 く、忙
しか ったせ い か長 い間 本
学 に いたの で は な いか と
さ え感 じる今 日この 頃 で
す 。 好学 の 気風 の極 め て
盛 ん な本学 に おい て勉 強 させ て い た だ く機 会 を得 ま した
ことは 光栄 に存 じます と とも に 、仲 西忠 之教 授 の ご努 力
と教 室 員 の並 々 な らぬ ご協 力 に よ って作 りあ げ られ ま し
た解 剖 学 第 一講 座 を お引 受 け し、 責任 の重 大 さを痛感 致
しcお ります 。
ご承 知 の通 り、解 剖 学 の教 育 には解 剖 体 が 不nj欠 で あ
ります が解 剖体 は 全国 的 に 不足 、 かっ 減 少 の傾 向 に あ り
ま ず、 夏期 休 暇 中、 解剖 体 収 集 の 為 の キ ャ ンペ ー ンを行
い ま した。 山 田学 長 、 並 木教 授 、松 嶋 教 授 に ご 一緒 させ
てい た だ き、 また清 水 、竹 光 、宮岸 の 各 教授 の ご支援 を
仰 ぎ ま した。 先生 方の ご好意 、 心 か ら感 謝致 します。 キ
ャ ンへ 一 ンで 多 くの 人 々に お会 い し、 また北 海 道北 部 を
見分 して地域 性 、 人情 等勉 強 させ て い ただ きま した。 今
後 の解 剖 体収 集 活 動 に役 航た せ た い と思 っ て お り ます 。
私の 導攻 分野 は電 子顕 微 鏡 レベ ルで の細 胞 化 学的 研 究
で あ ります.現 在 、 主 に消 化 器 を材 料 と して研 究 して お
ります が、 泌尿 生 殖 器 や内 分 泌 器 も扱 って まい りま した。
私 は細 胞 の微 細 構 造 を観 察 す る と同 時 に、 その構 造 を損
うこ と な く細 胞 にお け る物 質 の 局在 を も検 討 した いの で
あ ります,,臨 床 を含 む各 教 室 の特 徴 を生 か した細 胞 化 学
r勺研 究 が 若 い研 究 者 に興 味 が持 た れ、 本学 で 盛 ん に な る
こと を夢 み て お り ます。
ご縁 が あ って 本 学 に ま い り ま した 、 何 と ぞ よろ しく ご




小 野 教 授 の こ と
■ 解剖学第二講座 ■ 松嶋 少二
私は解剖学会で小野教授の御講演 を拝聴 したことはこ
れ まで に何度もあったが、直接 お会い したのは本年4月
24日 が最初である。その日、私 は、旭川医大解剖学第一
講座教授 に内定 され、着任 される前に本学 を視察 に来 ら
れた先生 を旭川駅 にお出迎 えした。先生は、やや細 めの
身体 にグレーの スーツ(ダ ブルで あった ように思 う)を
着こな し、いかにも紳士然 としてお られた。国語辞典 に
よれば、紳士 とは品格 があって礼儀正 しい男子 とある。
まさに先生は紳士 そのものである。そのH以 来、私 は先
生と今 日まで おつ き合 いさせて いただいているが、先生
の仕事 に対 する熱心 さやねば り強 さには敬服 させられる。
先生 は以前は内分泌器官の研究 をされていたが、最近で
は光学顕微鏡や電子顕微境 レベルの組織 化学や走査型電
子顕微鏡 などを用いた消化管の形態学的研究 を精 力的 に
進 めてお られる。先生の御研究が旭川 において さらに発
展 され ることを望 んで いる。
先生は岩手県でお生れ になり、以後本学 に移 られるま
で東北でお過 ごしになったと聞いている。 東北 と北海道
で は生活環境 などの点で異なる点も多い と思われるが、
一 日も早 く北海道 の生活にお馴れになられるよ う願 って
いる。先生 は北海道の冬の寒 さを恐 れておられるようで
ある。幸 い、先生は宿舎で私 どもの所のす ぐヒに住んで
おられるので、寒 くなった らどんどん ドから暖めようと
思 っている。
(解剖学第 二講座 教授)





第 二講座 を担'[看す る こと
に な りま した,,1974年 に
匡泣 が んセ ン ター研究 所
か ら 当f一 に1距云で丑し、na
教 授板 倉 先生指 導 の もと
に第 二病 理 掌教 室 の創 設
に加わって 米ま した。こ れ
まで 育 てて 来 た教 室 に あ
って、さらに新 しい教室の発展 に向けて仕 事を 多寸 め 得
ることを喜びと してお ります。この6年 間、研究面にお
いてはヒ トの免疫遺伝学の研究 をすすめて来ま しな 、教
室創設 当初に我 々の明 らかにした新 しい自do球 抗原は、
ヒ ト免疫応答遺伝子 と結 びっいて種々の免疫異常症の発
症機構の解析 に応用 されようと しています。当然 これ迄
の研究の流 れの.Lに たちヒ ト細胞膜抗原 とその遺伝r
配の関係 又実験動物 で得 られた免疫遺伝学領域の現 象が
いかに医学 に応用 されるか を当面の教室の研究領域 と し
てい きたい と思 っています,.
真 理 の追 求 と言 う研 究 、人 を対 象 とす る教育 そ して臨
床 に直 結 す る生検 、部 検 と言 うroutineworkは 教 室 の
三本 柱 で あ り、 これ らの どれ を と って も我 々 の大 きな課
題で あ ります 。現 教室 の 力 を集 合 して 、 こ れ らの 柱 を
balanceを と りな が ら成長 させ 、明 日の 科学 へ 向 っ て誠
意努 力 してい く所 存 で あ り ます。
(病 理 学 第二 講 座 教 授)
片 桐 教 授 を迎 えて
■ 生 理 学第 二 講座 ■ 森 茂美
片桐 先生 が この た び教授 に昇 任 され た こと 、二 十数 年
前医学 を一緒 に学 んだ 同級 生 と して 、 心 か ら喜 ば し く
思 って い ます。 ここで は敢 えて 片桐 君 と呼 ばせ て頂 きま
す が 、彼 の イ メー ジ と して最 初 に頭 に浮 んで くるの は、
沈 着 、果敢 と い う言葉 で し ょ う。彼 を医 学部 学 生時 代 か
ら知 る もの と して 、 この 二つ の 言 葉 が 現 在 に至 る 彼 の
scientificattitudeを 明確 に/]Aし て い る と言 うこと が
で きます 。常 に思 慮 深 く、 そ して 全 力 をあ げて未 知 な る
もの の解 明 に取 組 んで きたの が 彼で す 。
片桐 君 は別 名"カ タ さん"と も私 共 の 間で 呼 ば れて き
ま した。 そ して その 言葉 の 中 に は 、人 間同 志 の信 頼 と尊
敬 が強 く含 まれて き ま した。 真理 を探 究 す る科学 者 と し
て 重要 な沈着 、果敢 さと共 に、科 学 を志 向 す る人間 が決
して忘 れ て は な ら ない、 心 の暖 か さ を別 けへ だ て な く全
て の人 に持 ち続 け て きた の が彼 で す 。彼 か ら教 え られ た
こと も数 多 くあ りま した 。
病 理 学者 と して 、既 に優 れ た研 究 成 果 を世 界 に問 うて
い る片桐 君 が、沈 着 、 果敢 、 愛情 の三 っ を基 盤 と し、 さ
らに私 共 が建 設 して きた旭 川 医科 大 学 を土 壌 と して 、大
きく成長 して い かれ るこ と につ い て は、疑 いの 余地 が あ
りませ ん。
初 期 の建 設過 程 を終 了 し、 あ らゆ る面で 充実期 に向 か
お うと して い る現 在 、研 究 面 のみ な らず 、 教 育 に 全身 の
情熱 を傾 け て い る片 桐 君 を、私 共 の 同僚 教授 と して迎 え
るこ と がで きた こ とに限 りな い 力強 さを感 じて い ます 。
(生 理 学 第二 講座 教 授)
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■ 外科 学 第 二講 座 ■ 関 口 定 美
本 学 も今 や第3期 生 の 卒 業 が間 近 に な って い るが 、教
室 の構 成 人員の 変 化 をみ て も昔 日の 面影 は ない。 教 室開
設 時 の昭 和50年4月 に は教授 、 助 教授 、 助 手2、 事 務官
1の5名 が その 全 員 で あ った が、 現 在で は教官11、 研 修
医7、 大 学 院2、 事務官2、 研 究 助 手3、 総 計25名 の所
帯 に成長 した。 教 室 の診 療 は肝 、 胆 、膵 を主 とす る消化
器外 科 全般 を対 象 と して い るが、 昭 和54年 度 の疾 患 区 分
をみ る と入院総 数289例 、手 術 総数266例 で 、この うち胃
i・.:指腸 疾 患 は83例(31.2%)、 胆 道 系結 石 症40例(15%、
糸};u月易 ・直II易り矢患38f列(14.2%)、 月葦疾 患18f列(6.7%)、{1干 り矢
患 ・門IL症5例(L8%)がr三 な もの とな って い る。 外科
治療 の進 歩 は適 応 の 限 界 に如何 に立 ち向 か うか に よ って
な され るもの で あ り、 そ れ は 多 くの 動物 実 験 と技 術 の修
熟 に よ らね ば な らない。 最 近教 室 で 取 り組 んだ 問題 と し
て臓 器 機能 再建 に対 す る=つ の試 みが あ る。 す な わ ち食
道 静脈瘤 に対 す る門 脈 ド大静 脈吻 合 後 の肝 側 門脈 動 脈 化
法 と慢性 膵 炎f・術 後 の遊 離β細 胞 脾 内 自家 移植 術で ある。
とも に術後 の肝 不 全、 重症 糖 尿病 に対 す る肝 機能 あ る い
は膵 内 分 泌機 能 のM十建 をnj能 とす る もの で あ り、 多数 の
臨 床例 の 追試 がitlま れ て い る。
教 室 の研 究 活 動 につ い て は その 一部 が 昨 年NHKテ レ
ビ によ り紹 介 され た臓 器 移植 、 限 りな き延 命計 画 などで
す で に御理 解の 方 も あ ろ うが、臓 器移 植 をメ イ ンテ ーマ
に現 在 は臓 器構 成細 胞 の保 存 と移植 にL力 を注いでい る。
す なわ ちllf細胞 の脾 月蔵内 移植 の 成功 は、 生体 内 にお け る
補 助肝 臓 の 有用性 を示 唆 す る と と もに肝細 胞 の 分 化 、増
殖過 程 の 検 索 にff効 な}段 と も なって い る。 ま た これ ら
の 技術 は、膵β細 胞 の遊 離 、 自家 移植 に応 用 さ れて い る
の ぱ 前述 の ご と くで あ る。 さら に遊 離 肝細 胞 の凍結 保 存
の 研究 は肝細 胞 を代 謝 ユ ニ ッ トとす る人 工肝 の開 発へ と
す す め られ 、特 に本 研 究 は通 産 省 人工 臓 器 開発 の特 別 フ
ロ ジェ ク トと して も取 り ヒげ られ て い る。
水 戸教 授 が ヨー ロ ッパ実 験 外 科学 会のll本 代 表で 有 力
メ ンバ ーで あ るこ と に もよ る が、 海外 との 交流 が 多い こ
と も教 室 の特 徴 と してr.げ て お きた い。 教室 開設 以 来の
留 学 先 は スエ ー デ ン ・」レン ド大 学 外科 、 ア メ リカ合衆 国
ク リー ブ ラ ン ドク リニ ッ ク、 およ び デ ンバ"r=外 科 の
三施 設 があ るが 、 この 他西 ドイツ ・ボ ン大学 移 植 外科 、
ケル ン大 学 実験 医 学 研究 所 と も交流 が あ り共 同 研究 をit
招待教授 ルンド大学ベングマルク教授を囲んでの研究討論
って い る。 外国 語 によ る研 究紹 介 と討 論 は消 耗 も 多いか
家族 同 伴 の 外 人 プ ロフ1_ッ サ ー招 待 パ ー テ ィー で は教 室
員一一同 大 い に張 切 り、留 学 の夢 を育 ませ てい る。
た しかに診 療 、研 究 、教 育 で の スケ ジュー ル は ぎっ し
り組 まれ 、 一.一分 の 隙 が な い様 で あ るが 一度 、学 問 の場 を
離 れた場 合 は酒 、 スポ ー ツ、 マ ー ジ ャ ン、 碁 すべ て 制限
され る もの は何 もな いの も教 室 の 特色 で あろ う。 よ く学
び、 よ く遊 べ が教 室 の モ ッ トーで あ る、
(外 科 学 第.二講 座 助 教授)
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今 年 の北 日本 医科 歯 科 サ ッカ ー大 会 は、11チ ーム の 参
加の も とに5月31口 、6月1日 の2口 間 、旭 医 に おい て
開催 され た。 この 大 会 は、毎 年250-300名 もの学 生 が 参
加 して い る もの で 、大 会 の 規模 のみ な らず 、 旭医 で 開催
され る最 初 の 大 き な大 会 とい うこ と もあ り、 主管 と して
の我 が ク ラブ も並 々 な らぬ 責任 を感 じて いた 。 大会 準 備
も昨 年 の 秋 か ら早 々 と始 め られ 、戸 惑 い な が らも最 初 は
唯 大会 を無 事成 功 させ た い とい うこ とで無 我夢 中で あ っ
た。 しか し、グラ ンド、宿 舎 の確 保 、サ ッカー協 会へ の 審
判依 頼 、ポス ター、パ ンフ レッ ト作 製 と頭 を悩 ませ て い た
問題 も次 第 に片 付 い て い き、 大体 の 大会 の 目途 も立 って
来 る頃 に な る と、 「何 如 に して 大 会 を無 事終 えるか。」と
い うこ と許 りが話 し合 わ れて いた ミー テ ィ ングの 中で 、
「従 来の 大 会 の繰 り返 しに終 わ らせ ず 、 我 々独 自で よ り
有意義 な大 会 を作 りた い。」といった意 見が 出て 来 る よ う
に なっ た。 そ して それ は 今迄 の 大 会 を振 り返 る こと か ら
始 め られ 、そ の様 な中 で 出て 来 た の は 、「今 迄 の 大会 には、
他校 の チー ム と意 見 を交換 し合 う様 な機 会 が殆 ど無 か っ
た。」とい うこ とで あ った 。そ れは10幾 つ もの大 学 の学 生
が集 まる と い う貴重 な機 会 を、 単に試 合 だ け に終 わ らせ
ず に よ り有意 義 な もの に した い とい うこ とで 、確 か に同
じサ ッ カー をす る者 同 志 、 又医 学 を志 す 者 同志 、 白由 に
話 し合 う機 会 を設 け る こ とが出 来 た な ら、 そ れは 素晴 ら
しい こ とだ と思 う。 勿 論 どの チー ム に と って も、 今 回 の
様 な 大会 は 日頃 の練 習 の 成 果 を試 す絶 好 の 機 会で あ るし、
又試 合 に賭 けて い る部 分 も大 きい と思 う。 しか し大 会 が
終 わ れば 、 又即練 習 は開始 され る訳 で 、大 会 で得 た もの
をその 中 に よ り効 果的 にフ ィー ドバ ック して い く為 にも、
1五い に練 習 、試 合 に関 して 意 見 を交換 し合 うと い った こ
とは 、非 常 に有 益 で ある と思 う。そこで我 々 は今回 の 大 会
で 、 その きっ か け とな る様 なもの を作 りた いと 考 えた。
しか し実 際 問題 と な る と、極 く限 られ た 日程 の中 で 全 チ
ー ム が 一堂 に 会 して 話 し合 う時 間 を持 つ と い う事 は非 常
に困 難 で 、結 局 今 回 は ア ンケ ー トとい う方法 に よ って 、
々:いに 自チ ー ムの 近況 、 日頃 の練 習 内容 、試 合 の戦 評 と
い っ た もの を紹 介 し合 う程 度 に止 ま って しまっ た。 如何
せ ん 、 ア ンケ ー トで は一 方的 に な って しま うこ とは避 け
られず 、 必 ず しも満足 の い く方法 だ った と は 言 えないが
我 々の 意 図 す る所 を、 あ る程 度 各 チ ーム に伝 え る事 は出
来た と思 う。そ して来 年 か ら、又各 チー ムが真剣 に取 り組ん
でい くなら、北医 体 は我 々 にとって今 以 ヒに 有意 義 な 大 会
と変 わって行 くで あろ うし、又変 えて行 かなければい け な い
と思 う,(サ ッガ ー部 責 任 者)
第6回 医大 祭 に寄 せて 長谷 秀 之
第6回 医 大 祭 が終 わ って2か 月余 、無 事 に終 わ っ て安
堵 して い ると同 時 に、第7回 医 大 祭へ の 期待 や 不 安 が そ
ろ そ ろ芽 生 え始 め て きた。1年 の 時模 擬 店 で金 魚 す くい
を して 以 来5年 間 、 なん らかの 形 で 大学 祭 に参 加 して き
た。 今振 り返 る と、思 い出 の1コ マ1コ マ が走 馬 燈 の よ
うに駆 けめ ぐる。 今 年 は特 に実 行 委 員長 を務め 、 ・層 感
無 量 で あ った。 大 学 祭 に参 加 して きて ほん と うによ か っ
た と思 う。
今思 うに、私 を大 学祭 に駆 り 凱て て きた もの は 何 だ っ
た の か、 私 た ち学 生 に と って 、 大学 は 自分 自身 の 生 き方
を見っ け、 その 生 き方 を実 現で きるだ けの 厚門 的 能 力 を
身 につ け る場 で あ る。医 科 大学 と い う性 格 ヒ特 に後 者 に
重 点 が 置 か れて い る本 学 に おい て 、大 学 祭 は ク ラブ ・サ
ー クル な ど と共 に 、っ きっ めれ ば 自分 の 生 きノ∫や生 きが
い を見 い 出 し え る数 少 ない場 で あ る。 しか し、 私 を動 か
した の は も っ と感 情 的 な ものの よ うに思 う。 毎 年 大学 祭
が終 わ るご と に、 あ る程 度 の満 足感 と共 に い く らかの さ
び しさや む な し さ を感 じて きた,、大学 祭 とは、 もっ と楽
し くもっ と大 き な可能 性 を秘 めて い る もの だ。 高校 祭 の
楽 しか った思 い出 が あ る。 大学 と高校 で は学 生 の 考え 方
や立 場 は違 って も、燃 え るエ ネ ルギ ーTには違 いが ないは
ず だ。 そ う思 って 、昨 年 の11F]か ら準 備 を始 め た 。 と に
か く今 まで に な い よ うな 大学祭 に しよ う、 多 くの 学生 が
大学 祭 を考 え積 極 的 に参 加 す る、 そ うい った 大学 祭 を実
現 す るた め 、方 針 案 を作 り、実 行 委 員 を増 や そ うとした。
結 果 と して は 、E級 生 が少 な く1T`fが 多 くな った。 こ
れ が大 き な問題 の1つ で あ る。 例 年 よ りも 多 くの 企画 を
用意 しよ うと した が、責 任 者 の数 が足 りず 、L級 生 が い
くっ かの 企 画 を兼 任 す る こ とに な り負担 が増 す。 新 入生
は何 を した らよ い かわ か らず 、 この た め仕 事 が思)よ う
に捗 らない 。 そ して 、企 画 が遅 れ が ちに なっ て しまった。




体的 に活か しきれなかった ことで ある。 もちろん、始 め
て買物 公園やその他の場所で市民 アンケー トを行 うなど
評価すべき点 も多い。 しかし、大学祭 に関するクラス討
論が少なくかつ あまり積極的 に行われなかったことが、
方針案を活か しきれなかった大 きな原因であ り、 このこ
とはひ とえに大学祭実行委員の責任で あったと思 う。
私た ち実行委員は、ただ単 に大学祭 を義務的 に行 うの
ではな く、大学祭の新 たな方向性や可能性を考 え、打 ち
出そうとした。結果と しては、多くの問題点 を残 しあま
り前進 した とは言 えないが、この試行錯誤がこれか らの
大学祭の在 り方 を考えるLで の礎 となれば幸 いである。
個 々の企画につ いての反省 ・評価は総括 を出す予定 なの
でそれを見て頂 くとして、最後 に、今回の大学祭に参加
しこれを支えてくれた人々に、心か ら御礼を述べたい。





バ ス ケ ソ トボ ー ル 準 イ憂勝 、 サ ッ カ ー
6似2軸 相,5…1イ 立(道 学 生 新3'59"5)3年幌 二段
均ヒ1イ、オ)等 、4こ
種 目 に 簿 戦 健
闘 し、 総 合成績
(男rの 部)は
6位 で あ った、
Gそ 生1、果)
第27回
第27回 大 会 は、 小樽 商 科 大学
が当 番校 と な り7〔11日 か ら14
日 まで の4Fl問 、全道43大 学 か
ら約4,300名 が 参加 して開催 さ
れた 。 本学 か らは10種 目(女 子
弓道 は オー プ ン種 目)に136名
が参 加 した 、,
今 大 会は 、、準硬 式 野球 優 勝 、
3位 、陸 上競 捗
北海道地区大学体育大会成績一覧
種 目 順位 1位 2位 3位 旭 医 大
陸i二 競 抄
男 北 大 函 教 大 釧教 大 6位
女 道 女短 岩 教 大 函 教 大
硬 式 野 球 旭 川 大 道.r.大 北 見 大北 学 園 i
準 硬 式 野 球 旭 医 大 道 都矩
駒 沢 大
道 自 短 1位
軟 式 庭 球
男 旭 川 大 樽 商 大 道 都 大道 工 大
女 札 商 大 道 女短 旭 教 大専 修 矢豆
バスケソトボール
男 北 学 園 旭 医 大
旭 教 大
室 工 大 2位
女 道 女 短 函 教 大 札 教 大旭 教 人
種目 順位 1位 2位 3位 旭 医 大
バ レー ボ ー ル
男 旭 教 大 北 学 園
道 自 短
旭 川 人
決 勝 トーナメン ト
2回 戦 敗 退
女 道 女 短 武 蔵 短
岩 教 大
天 使 短
サ ッ カ ー 旭 教 大 北 学 園 旭 医 大札 医 大 3位
卓 球
男 北 学 園 旭 川 大 樽 商 大札 商 大
女 道 女 短 北 学 園 樽 商 大栄 養 短
バ ドミ ン トン
男 函 教 大 学 園 大 札 教 大 1回 戦 敗 退
女 道 女 短 札 教 大 樽 商 大 〃
柔 道 道 都 大 北 学 園 道 都 短道 工 大 2回 戦 敗 退
剣 道
男 北 学 園 旭 教 大 酪 農 大道 工 大
決 勝 卜一ナメン ト
i回 戦 敗 退
女 道 女 短 旭 川 大
帯 畜 大
酪 農 大 1回 戦 敗 退
弓 道
(女子{#fi一プン)
男 北 大 樽 商 大 札 医 大 11位
女 北 星 大 帯 畜 大 樽 商 大 7位




第23回 東 日本 医科 学 生 総 合体 育 大 会(夏 季 大会)は 、
千 葉 大 学医 学 部が 主管 校 とな り7月21B仰 ～8月7!1(木)
まで の18日 間 にわ た って 行 われ た 。
本 学 か らは13種 目 に240名 が参 加 、陸 ⊥競 技 部 が大活
躍 し、(フ ィー ル ド優 勝 、 トラ ッ ク3位)総 合 優 勝 の快
挙 を成 しと げた 。 又、 弓道 女r個 人戦 で 、 第4学 年 の柿
木 文 さん が 、12射6中 で優 勝 とw射 技 優 秀 賞 を得 た。
本 学 の総 合 成 績 は34大 学 中24位 、 戦績 等 は次 の とお り。
(学 生 課)
陸 上 競技 第2学 年 の 山本 長 史君 が、1,500mで4分4
秒 の 大会 新 記録 で 優 勝 、5,000m、3,000mSCで も優勝 、第
3学 年 の小 黒 恵 司君 が 、三段 跳で14m23の 大 会 新 記録 で
優勝 、110mHで 優 勝 、 走幅 跳 で2位 、岡 本範fさ ん が 、
女f100mで2位 、第5学 年の 稲尾 茂 則 君 が 、円盤 投 、や
り投 、砲 丸投 で そ れぞ れ3位 で あ った 。
準硬式野球
準 々決勝進出 ベ ス ト8
硬式庭球
男 女共2回 戦進出
バ ス ケ ッ トボ ール





予選 リー グ不 通 過
バ レーボ ー ル
予 選 リー グ通 過 ベ ス ト16
バ ドミン トン
男 子1回 戦 敗 退
女r2回 戦 進 出 ベ ス ト16
サ ッカ ー
21111戦進 出 ベ ス ト16
剣 道










泳 、200m背 泳 で 共 に6位 。
バ レーボール講習会
6月28日(D、 午 後1時 か ら自 己の健 康 管 理 お よ びバ レ
ー ボ ー ルの持 術 向 ヒを図 る こ とを 目的 に バ レー ボ ール 講
ri!が 実施 された 。
講師6名 に よ る準備 体 操 ・トレーニング ・サーブ ・レシーブ ・
バ ス等の 指 導の 後 、講 師 の チ ー ム と本 学 バ レー 部の チ ー
ムで試 合 が 行 われ 実抄 の 講 習 を終 えた 。実 持 講 習終 了 後
σ)懇談 会 で は講 師 と学 生 の 間 で活 発 な質疑 応 答 が あ り、
17時20分 盛 況 の うちに閉 会 した 。(学 生 課)
言卜 報
日召利155行こ8月41iO]〕 、
第2学 年学 生 遠 矢 孝夫 君
(22オ)が 旅 行 中の高 知 県
で 川 に 車が転 落 し溺 死 し
ま した。
遠 矢 君 は私 立 六 甲学 院
高拳交を卒 業 し、希 ㌣毫に燃孟
えて 本学 に 入学 、熱 心 に
勉 紫す る一・方サ ー クル活
動で も趣味 を生 か して ロ ッ ク研 究 会 に所鳳 し活 躍
す る な どバ イタ リテ ィー にあふ れ た学 生で した が、
志 半 ばで 不帰 の 人 とな り ま した。
こ こ に謹 んで 遠 矢 君の 御 冥福 をお祈 り します 。
(学 生 課)
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た 場 合 の 制 裁 や 報 を 伴 リ て い る の が 特 徴 で あ る,,例 え ば 、
誹
笹 森 秀 雄
俗 信
明 治以 後 の教 育 が最 も 力 を注 い だ こ との1つ に、 「迷
信 打破 」 があ っ た、 広辞 苑や その他 のiifrEに よ ると 、本
来 「迷f,」 とは 、 「民 欄 に行 わ れて い る信 仰 ・慣 習の う
ち、 と くに社 会 に対 し1を 及 ぼ す もの 」 と あ り、た と
えば 、病 気 が直 る と信 じて お札 の類 を飲 ん だ り、 ま た き
っ ね っ きの 信仰 な どが そ の典 型例 と され て い る。
われ わ れが農111漁 村 を歩 いて み る と、 そこ には 都市 で
生 れ 育 っ た人 々 か ら 「迷 信 」 と して一.・笑 に付 され る よ う
な 「言 い慣 し」 が まだ た くさん残 っ て お り、 それ が 今 な
お農民 や漁 民 の生 活 に生 きて い る場 合 が少 くな し㌔ その
な かに は 、現 代の 科 学的 知 識 か らみ て明 らか に 矛盾 が あ
り、 また それ 故 に 否定 され な けれ ば な ら ない もの も 多い
が、 しか しわ れ わ れが 「俗 信 」 とかfい 慣 し」 とか呼
ん で い る もの の な か には 、 単 に 「迷 信 一」とか 「邪信 」 と
か いっ て頭 か ら否定 して しま うには惜 しく、 い ま 一度 考
えて み て は ど うか と思 わ れ る もの も幾 っ かあ る よ うな気
がす る。
「俗 信 」 は 気 象 ・生 業 ・出 産 ・結婚 ・病 気 ・葬 式 な ど
生 活 の 多方面 にわ た って お り、 その叙 述 形式 は例 外 も あ
る が 、 多 く1よ 「f可々 す る な」 「f可々 す る とf可々 にな る」
とい う2つ の 型 に大別 され る よ うで あ る。 前 者の場 合 は
単 に禁 止 の意 の み を表 わ して い るが 、後 者 は禁rを 犯 し
「北 向 きに寝 る な」 「ご 飯 に 箸 を 、!ノ1てる な」 「箸 渡 しを
す る な」 「窓 か ら出 入 りす るな」 な どは前 者 の例で あり、
また 「夜爪 を 切 る と親 の死 目に会 えぬ」 「lltiuNっく と口
し を う り
が曲 る」 「囲櫨 裏 をま た ぐ と腰 がぬ け る(ま たは バ チ が
あ た る)」 「帯 を枕 に寝 ると長 煩 い をす る」 「妊 婦 が カマ
スに座 る と難 産 す る」 「物 差 しを折 る と命が縮 ま る」「ご
飯 を そ まつ にす る と目 が潰 れ る」 「沖 で 猿 の 話 をす る と
魚 が い な くな る」 「小 豆 飯 に味 曽汁(お 茶)を か けて 食
うと雨 が降 る」 「み みず に小 便 をかける とチ ンボがはれる」
な ど は後 者 の例 で あ る、,しか し前 者 にお いて も 、 よ く考
えて み る と、 その 背 後 に い ろい ろ な制裁 や 注 意 が暗示 さ
れ て い る場 合 が 多い 。
「俗 信 」 とか 「言 い慣 し」 とい われ て い る もの で 、 今
じ
なお わ れ われ 都市 人の 生活 に生 き残 って い るの は 、 「佛
滅 の 日に結婚 式 を挙 げ る な」 「友引 のiに 葬 式 を出..1一な」
な ど、せ い ぜ い2、3の もの にす ぎ ない,,農 山漁 村 に比
較 す る と、 都 市で は この種 の もの の 消滅 が極 めて 急速 の
よ うで あ る。
「俗 信 」 とか 「言 い慣 し」 とい われ て い る もの の なか
には 、 われ わ れの 常 識 か らみ て 不行儀 と か不愉 快 とか の
感 を抱 か しめ るもの が 多 く、 した が って それ を禁 ず るた
め 、 あ る いは 注意 を喚起 す るた め 、強 いて 制 裁 や 報 を加
味 して子 孫 に伝 え て きた の が、 この 「俗 信 」 や 「言 い慣
し」 の 一要 素 で は な いの か。 とす れ ば、 「迷ILI打 破 」 は
近 代 化 の道 と して 当然 の所 作 で あ る と して も、 た ま にこ
の 消滅 しか けて い る 「俗信 」 や 「言 い慣 し」 につ いて 、
その 社 会的 意 義 や効 用 を考 えて み るの も、 あ なが ち無 意
味 で は な いの で は な いか 、 と思 う昨 今 で あ る、,
(社 会学 教授)
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